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 ◆家庭やオフィスなどでの取組みによる削減効果（試算） 

（試算の前提） 
◆ 原子力発電所１基（100万kWと仮定）あたりの年間発電電力量は約66.5億kWh 
◆ 関西電力(株)全体の年間供給電力量は1,470億kWh 
◆ うち家庭は35％。家庭の平均的な電気使用量は年間約4,700kWh 

節電メニュー 一戸当たり削減率 関西※全体で取組めば 
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リビング・居間   
・エアコン温度設定、使用時間短縮 
・テレビ等の画面輝度調整、音量調整 
・LED電球への交換 
・待機電力削減   など 

５％ 
 
（約240kWh/年） 

  
   キッチン・洗面所・お風呂など 

・電気ポットの保温時間短縮 
・ジャー炊飯器の保温時間短縮 
・冷蔵庫の温度設定 
・洗濯物のまとめ洗い 
・トイレの便座保温・温水の電源オフ  など 

5.5％ 
 
（約260kWh/年） 
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・執務エリアの照明間引き 
・使用していないエリアの消灯 
・空調の温度設定 
・長時間離席時のOA機器の電源オフ など 

 

 ＊オフィスでの取組みにより、さらに削減上乗せ可能 

約10%⇒原発約0.8基分 
(約54億kWh/年) 

※関西電力(株)管内 

約５％⇒原発約0.4基分
(約26億kWh/年) 


